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 ふるさとを愛し，大切にする心                   校長 

立春が過ぎ，暦の上では春を迎えました。道路沿いのあ 
ちらこちらで，白梅やヒカンザクラの可愛らしい花弁が， 
私たちの心を癒やしてくれます。まだまだ厳しい寒さは続 
きそうですが，体調管理には十分気を配りながら，元気に 
過ごしてまいりましょう。 

さて，先日の全校朝会でも紹介したところですが，２月 
１８日は，方言の素晴らしさや大切さを認識してもらう目 
的で，大島地区文化協会が平成１９年に制定した「方言の 
日」です。記念日の日付は，奄美で「言葉」の意味で用い 
られる「フ（２）トウ（１０）バ（８）」の語呂合わせから 
決定したものだそうです。ちなみに，１１月第３週は，鹿児島県の方言週間です。 

子供たちには，鹿児島の方言（鹿児島弁）についてお話ししました。子供たちは，ほと
んど鹿児島弁を使うことがなく，また，聞く機会もなかなかないようで，言葉の意味をあ
まり理解していません。それでも，「おやっとさあ」「んだもしたん」「きばれ」などは，
比較的耳にする言葉であり，認識している様子でした。また，大人でも標準語かと勘違い
しがちなものとして，「なおす」があります。標準的な意味としては，「病気を治す」や
「壊れた物を直す」などですが，鹿児島弁では，「片付ける」意味で使う場合が多いので
はないでしょうか。また，「掃わく」や「濃ゆい」も鹿児島（九州地方）独特の言い回し
ですね。 
 県外に住んでいた学生時代に，鹿児島弁のイントネーション（訛り）で話すことに少し
恥ずかしさを感じていた時期がありました。あっという間に，その土地の言葉遣いになっ
ていたと思います。しかし，ある程度歳を重ねていくと恥ずかしさは薄れ，むしろ鹿児島
弁をＰＲしたくなっていました。ふるさとの言葉や文化に愛着をもち，大切にする気持ち
は，生まれ故郷そのものを尊重することなのだと気付きました。今では，県外の方々とも，
堂々と「かごんま弁」で語っております。子供たちにも，郷土の歴史や伝統，文化などに積
極的に触れさせ，それらを大切にするとともに，ふるさとを愛し，誇りに思う態度を育ん
でまいりたいと存じます。 

食に関する指導 
１月 22 日に,食に関する学 

習を行いました。栄養教諭の 

先生に来校していただき,1～ 

4 年の授業では「健康と給食」 

をテーマに,食材の３つの働き 

と栄養バランスの大切さにつ 

いて，６年の授業では,「こんだてを工夫して」をテ

ーマに, 1 食分の献立の栄養バランス等について学

び,献立をペアで話し合いました。食について学んだ

ことを, 日頃の食生活にいかしてほしいです。 

給食試食会 

１月２２日に,給食試食会がありました。保護者の

方々に児童が給食を配膳する様子から参観してもら

い、一緒に給食を食べ 

ました。日頃の給食の 

様子や毎日食べている 

おいしい給食について 

知ってもらえるよい機 

会となりました。 

（児童の感想） 

・おばあちゃんがきてくれて、とってもうれしか

ったです。 

・ふだんのきゅう食とちがって、お母さんたちと

話せてうれしかったし、楽しかったです。 

牛根２校集合学習 

２月１０日に,松ケ 

崎小学校で集合学習 

を行いました。各学 

年に分かれて音楽や 

国語，体育の学習を 

行いました。いつも 

よりたくさんの友達 

と学習することができ，楽しい時間を過ごすこと

ができました。 

 

 
やりぬく子 思いやる子 がんばる子 

 

【３月の行事予定】  
５日（木）なわとび大会・ＰＴＡ全体会 
     学校保健委員会・家庭教育学級 
     教育相談・学校運営協議会 
６日（金）お別れ遠足・６年生を送る会 

２４日（火）卒業式 
２５日（水）修了式・辞任式 

 

 

 

 

 


